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「カスタマーハラスメントアンケート調査」 

ご協力ありがとうございました。   

NPO 法人北海道勤労者安全衛生センター  

理事長  萩原 光典  

4 月 6 日（日）をもって、約 2 週間実施したアンケート調査が終

了しました。皆さんのご協力に感謝申 し上げます。回答していただ

いた方は、終了後に全体集計の速報グラフをみていただいたことと思

います が、多くの方がカスタマーハラスメントの被害にあっている

ことが改めて分かりました。「1 回から 5 回 の被害」が 29.9％、

合計すると 40.6％の方が被害に遭い、11 回から 15 回という過酷な

被害を受けた方も いるという深刻な実態が明らかになりました。さ

らに、今回の調査ではカスハラ被害とメンタルヘルスの 相関関係を

分析するとともに、昨年制定された北海道カスハラ防止条例の認知度

や行政に期待することな ども取りまとめ、「調査結果報告書」とし

て皆さんに見ていただくこととなりました。何よりも、加害者 を減らし、「サービスする側も受ける

側も共に尊重される社会」をめざし、働く人々の勤務環境が改善さ れるために、調査結果を大切に活

用していきたいと思います。また、多くの方に本報告書を活用していた だければ幸いです。 皆さん

の声を北海道議会や国会にも結果を伝えて、条例の実効化とともに法律のさらなる改正、そして ILO 

第 190 号条約の批准に向けて活動を進めていきたいと考えています。 

 

24年度カスハラアンケートの調査結果の概要について  

報告書が完成しましたら改めて配布いたしますが、総会議案の別冊として当日にお渡しする予

定です。欠席される会員もいることから、議案の事前配布と併せて「journal」の紙面にて「概要」お伝えします。 

なお、「メンタルヘルスへの影響」は報告書完成時、「自由記述」はホームページでの公表する予定です。 
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